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「 法事」 という言
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そのものは、
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「仏法の事業」という意味で、仏法

に関する行事全般を さ します。

し かし 一 般に は、身近な 亡くな ら
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身近な亡き人を

思

う心は、 人として

自然な心です。 しかし、追

善

供養と

なったとき、それは、私の

親

のため、

あるいは私の先祖のため等として、

無数の命と共にある広いかかわりの

世界を閉ざすことになっていくのでは

ないでしょうか。そして、それはさらに、

身近な人と他の人とを分けへだてをし

差別する心にもつながっていくのでは

ないでしょうか。 さらにはまた、健康と

病気、 生と死等を分別して 迷いの

世界を作っていく、そのような心にも

つながっていくのではないでしょうか。

聖

人のこのお言

葉

は、私たちの迷い

のもとになっている心の方向を見定

められたところからのものに違いあり

ません。

そのような

聖

人のお心をいただき

ますとき、 法事を、追

善

供養のため

としてではなく 、自分を中心にして

人や物事を選び分けて、迷いの世界

を生み出し続けている私たちのあり
まこと

方を照らしだし、そこ に真実の生き

方を開いてくださる仏様の教えを聞く

場として受けとめていかなければなら

ないのではないでしょうか。 そして、

そのような こととして 法事がいただ

かれますとき、法事は、亡き人が私

たち に与えてくださった、尊い仏法
ちょうもん

｝ 聴聞の場 になるのではないでしょう

か。

（ひろせしずか 同朋大学教授）


